
コアとなる事業の概要3つ（事業のタネ）

今後地域の将来像を実現するために必要と考えられる事業を3つ書いてください。
1

現時点で想定される課題・ボトルネック
①なぜこの事業をやるのか
（Why）

森林整備事業による森林育成と土砂崩れ等の災害防止及び未利用
材の活用をするため

②どの地域資源を活用するか 裾野市深良地区の森林（113ha）を活用

③商品・サービスの具体的な
内容は何か（What）

木材の販売、未利用材を活用した木質チップ販売、木質バイオマスによ
る熱利用による各種サービス、発電による売電

課題・ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物・企業像

⑤この事業により地域内で何が循
環するか
またはどのような循環が起こるか

エネルギーの自給自足と地域経済循環の向上及び防災・減災都市を目
指す

・深良地区やその近隣のその他の山林所有者
・金融機関

2
現時点で想定される課題・ボトルネック

①なぜこの事業をやるのか
（Why） 森林資産の収益性の向上のため

②どの地域資源を活用するか 深良地区の山林

③商品・サービスの具体的な
内容は何か（What）

オーナーシップによる樹種転換を含む森林教育プログラム・キャンプ場・
バーベキュー場・MTBコース・サバイバルゲームフィールド・ドローンフィールド

課題・ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物・企業像

⑤この事業により地域内で何が循
環するか
またはどのような循環が起こるか

地域経済の循環・観光人口の増加

裾野市・農業委員会・金融機関

3
現時点で想定される課題・ボトルネック

①なぜこの事業をやるのか
（Why）

事業プランをプラットフォームに載せてお客様へPRすることで地域経済まる
ごとをPRし、新たなビジネス機会の創出につなげるため

②どの地域資源を活用するか 森林資源、事業者、人財
近隣まで来ている観光客の方々

③商品・サービスの具体的な
内容は何か（What） 事業プランを紹介する、参加者を募るプラットフォーム

課題・ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物・企業像

⑤この事業により地域内で何が循
環するか
またはどのような循環が起こるか

地域経済の循環・交流人口の増加

ユニークなビジネスプランの構築を行える専門家。地域の人財の力を引き
出す専門家。事業化に向けて、初期投資を行ってくれる金融事業者。

㈱リコー

事業名称：皆伐エリアにおける森林参加型プロジェクト（仮称）
事業概要 事業の内容

期間や用途拘束のある補助金を使わずに皆伐を実施
するエリアをゾーニングし、小区画割にしてオーナーシップ
による樹種転換（樹種をオーナーによって決定）を行
うことにより山作りに参加し、その周囲にキャンプ場や
バーベキュー場、川遊びゾーン、MTBゾーン、サバイバ
ルゲームフィールド、ドローンフィールド等を設置する。山
作りへの参加体験を通じて、山林への愛着を持ってい
ただき、企業や個人を対象とする各種環境教育プログ
ラムも設置することで、環境意識の向上も目指す。

開発に係る規制・資金調達

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who） ㈱芙蓉商会・NPO法人地域活力創造センター・㈱リコー

事業名称：事業者と地域を結ぶプラットフォーム事業
事業概要 事業の内容

豊かな地域資源を活用したい事業者を募集し、事業
者がやりたい事業を軸とした事業を深良地区の資源を
使って実現できるようにすること。プラットフォーム上で募
集した事業に対して、参加者も同じプラットフォーム上
で募集することで、相乗効果を狙う。収益は、事業者
がプラットフォームを通じて得た利益から頂くことで、成果
報酬型の事業プラットフォームを実現させる。

事業者の発掘、他者優位性を見せること

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who）

活動地域・団体名：裾野市深良地区まちづくりコンソーシアム

事業名称：森林整備及びそれに伴う未利用材の有効活用（木質チップ）事業
事業概要 事業の内容

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who） NPO法人地域活力創造センター・㈱サナース・大岡建設工業㈱

・113haでは長期スパンでの継続しての未利用材の供給は難しい
・木質バイオマス発電事業は投資に対しての回収期間が長く、出資者が
集まりにくい

深良地域の森林整備事業（113ha）を5年の森林
経営計画のもと実施し、これにより供出される未利用
材を活用した木質チップを燃料とした熱利用事業（冷
暖房への活用・温室等での農産物育成・フグやウナギ
等の養殖）と発電事業による売電を行う。エネルギー
の自給自足と地域経済循環の向上、化石燃料利用
の削減を目指す。
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